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回目のテスト結果は１回目のテスト結果より有意に高かった（t(20) = 3.34, p  = .009）。平
均発話語数そのものは、9月時点（109語）よりも1月（129語）のほうが18.7％ほど増えた。 
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２．トピックごと語数標準偏差 
 表1にあるように、発話された語数平均の3つのトピック間の標準偏差を算出し、比較した。
5月開始グループでは増加したものの、10月開始グループでは大幅に減少した。標準偏差が3
つのトピック間において小さいということは、それぞれのトピックについてほぼ同じような
語数で発話しているということを示している。たとえば、ある学生の発話語彙数の平均は、9
月に104語（トピック1）、108語（トピック2）、そして74語（トピック3）であったのに対し
て、1月では127語、127語、そして126語であった。 
 
３．発話項目相関係数 
 3つのテストでは、発話総語数、語彙密度、文の数、エラーの数、一般動詞の数、形容詞と
副詞の数、そしてbe動詞の数が分析項目として取り扱われた。これらの項目の学生それぞれ
による平均値を算出し、相関係数を求めた。表2は、第1回目と第2回目の発話項目の相関関係
を表したものである。 
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４．トピックごと発話総語彙数平均 
表3は、研究参加者全体のトピックごとの発話語数平均値である。9月の第1回目と1月の第2
回目において共通している点はいくつかある。たとえば、3回とも1月の方が多く発話されて
いる。また、1月における3回の結果では、差がそれほど見られないということもある。ここ
で注目すべきは、2回の調査両方においてトピック3が3つのトピックの中で最も語数が少ない
ということである。 
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議論及び結論 
１．2020年9月の調査と2021年1月の調査では、発話総語彙数について有意差がみられ、約18.7
％増加している。5月から練習をしている学生でも後期にさらなる成長がみられたことは、イ
ングリッシュクラブにおけるスピーキング練習の効果を表している。同時に、10月開始グル
ープの学生も練習後には2分間で平均126語発話することができており、語数に限ってみれば、
短時間の練習でも影響があることを示している。 
２．トピックごとの発話数が近い数値になったということは、自分に関する内容でなくても、
様々なテーマについて英語で意思表示ができるような能力が身についていることを示してい
るといえる。言い換えれば、研究参加者たちは、事前に発話の練習ができない通常のコミュ
ニケーションの場に適応することができているのではないか。 
３．相関係数を見ると、9月の調査では語数と形容詞副詞そしてbe動詞の相関が強いが、1月
の調査では弱くなっている。一方で語数と一般動詞の相関は依然強いままである。動詞など
の数を測定したデータそのものを見ても、1月には一般動詞がより多く用いられている。これ
は、参加者が形容詞や副詞、あるいはbe動詞に頼らず、一般動詞をなるべく使用して発話し
ようとしていることを示している。ただ、表現が豊かになっているかまで明示することは困
難である。 
４．トピック3に関しては、語彙数は比較的少なかった。自身の経験などではなく、予期せぬ
テーマについて即興で話すということが、日本人学生にはいまだ難しいといえる。この点は、
今後の課題として残されている。 
５．この研究を通して、英会話の大切さや意見を相手に伝えることの大変さ、会話すること
の楽しさを学ぶことができた。また、各個人の英会話での得意・不得意が分かった。今回の
研究で分かったことを生かして、得意をさらに伸ばして不得意を少なくできるように今後も
英会話練習を続けていきたい。 
６．総合的に見て、4か月間という短期間の練習ということを考慮に入れると、学生の英語ス
ピーキング力は十分向上したと思われる。これは、10名の学生に限ったことではなく、秋田
県立大学学生の持つ英語スピーキング力に関する可能性が高いということを示している。 
